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農農
業業
のの
チチ
カカ
ララ

- POINT-   本市の風評被害対策
市では、野菜類の放射性物質の

測定調査を専門機関に依頼し、また、

市独自で購入した測定器で調査した

結果をお知らせ版や市ホームページ、

市役所本庁１階ロビー、農産物直売

所などで公表しています。市民の皆

さんに安心していただけるよう、継

続的に農産物の測定調査・公表を行っ

ていきます。

また、風評被害対策のため東京都

や牛久市など市外での農産物などの

販売やチラシを配布してのＰＲ活動

を行い、美味しくて安全・安心な常

陸太田の農産物などを積極的に情報

発信しています。

人
は
食
べ
る
こ
と
で
生
き
て
い
く―

。
そ
の
食

べ
物
の
多
く
は
農
作
物
で
す
。

県
内
一
面
積
が
広
く
、
自
然
が
豊
か
な
本
市
の

総
農
家
数
は
５
４
７
１
戸
（
平
成
22
年
２
月
１
日
現
在
）

で
、
県
内
44
市
町
村
の
う
ち
２
番
目
に
多
い
こ

と
か
ら
、
農
業
が
い
か
に
本
市
の
主
要
な
産
業

で
あ
る
か
が
伺
え
ま
す
。

し
か
し
、
農
業
に
携
わ
る
方
の
高
齢
化
や
農
業

の
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、

今
や
農
業
は
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
近
年
の
安
全
・
安
心
な
農
作
物
を
求

め
る
声
の
高
ま
り
に
対
し
、
逆
風
と
な
っ
て
い

る
の
は
震
災
に
よ
る
風
評
被
害
。

解
決
す
べ
き
課
題
と
共
に
、
農
業
は
様
々
な
分

野
で
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
就
農
者
や
農
業
を
通
じ
た
様
々

な
取
り
組
み
、
行
政
の
支
援
策
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

- DATA-   県内の総農家数
茨城県 103,221 戸

１ つくば市     5,765 戸
２ 常陸太田市     5,471 戸
３ 筑西市     5,069 戸
４ 水戸市     4,820 戸
５ 石岡市     4,439 戸
６ 常陸大宮市     4,381 戸
７ 笠間市     4,374 戸
８ 鉾田市     3,772 戸
９ 行方市     3,731 戸
10 常総市     3,626戸
＊ 平成 22年 2月 1日現在、販売農家
と自給的農家の総数（2010年世界農
林業センサスより）

特
集

―
 

―
 

常
陸
太
田
の
農
作
物
は

常
陸
太
田
の
農
作
物
は
安
全
安
全
・・
安
心
安
心  ――
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就
農
者
を
支
援
し
、
担
い
手
を
育
成
。

   

市
の
農
業
支
援

新
た
に
農
業
を
は
じ
め

る
方
へ
の
支
援

◇ 

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
（
貸
し
手
支
援
を
除
く
）

　

○ 

満
55
歳
未
満
で
、
市
内
に
住

所
を
有
す
る
方

　

○
県
の
就
農
認
定
を
受
け
た
方

　

○ 

就
農
後
5
年
以
内
に
認
定
農

業
者
を
目
指
す
方

　

○ 

市
内
に
定
住
し
営
農
を
10
年

間
以
上
継
続
で
き
る
方

◇
支
援
内
容

①
新
規
就
農
者
等
育
成
支
援

　

▽ 

研
修
支
援　

就
農
前
の
研
修

期
間
中
、
月
額
5
万
円
を
補

助
（
最
長
2
年
間
）

　

▽ 

営
農
支
援　

就
農
時
か
ら
、

独
身
者
は
月
額
5
万
円
・
既

婚
者
は
月
額
8
万
円
を
補
助

（
最
長
2
年
間
）

②
空
き
家
活
用
支
援

　

▽ 

借
り
手
支
援　

改
修
費
用
の

1
／
2
を
補
助
（
50
万
円
を

限
度
）

　

▽ 

貸
し
手
支
援　

整
理
費
用
の

1
／
2
を
補
助
（
10
万
円
を

限
度
）

問 

農
政
課
営
農
支
援
係
（
内
線

６
１
２
）

- DATA-   県内の新設農家数
茨城県 95 戸

１ 石岡市 15 戸
２ 常陸大宮市 14戸
３ 常陸太田市 12 戸

４
行方市   4 戸
茨城町   4 戸
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筑西市   3 戸
笠間市   3 戸
桜川市   3 戸
小美玉市   3 戸

かすみがうら市   3 戸
城里町   3 戸

＊ 平成 22年 2月 1日現在。2005
年調査から 2010年調査までの
間に新設した販売農家数（2010
年世界農林業センサスより）

農業のチカラ

市
外
か
ら
本
市
で
就
農

を
決
意

市
で
は
、
新
た
に
市
内
で
農
業

に
取
り
組
む
方
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
現
在
で
は
２
人
の
方
が
市
外

か
ら
本
市
に
来
て
就
農
し
、
研
修

支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
一
人
、
曽
根
和
行

さ
ん
は
今
年
４
月
、
暮
ら
し
て
い

た
埼
玉
県
か
ら
本
市
に
引
っ
越
し

て
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。

今
は
月
額
5
万
円
の
研
修
支
援

補
助
（
最
長
２
年
）
を
受
け
な
が

ら
、
市
や
地
域
の
人
か
ら
紹
介
を

受
け
た
赤
土
町
周
辺
の
１
町
３
反

歩
の
畑
で
、
常
陸
秋
そ
ば
の
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

来
年
４
月
か
ら
は
、
コ
シ
ヒ
カ

リ
や
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
の
水
稲

栽
培
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
・
菜
の
花
で
菜
種
油
な
ど
、

広
く
栽
培
し
て
い
く
予
定
だ
そ
う

で
す
。

曽
根
さ
ん
の
前
職
は
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
、
農
業
は
初
め
て
。
無
農

今年 4月から本市で就農
曽根  和行 さん　（赤土町）

薬
、
無
化
学
肥
料
で
、
人
と
環
境

に
や
さ
し
い
栽
培
方
法
を
日
々
、

研
究
・
実
践
中
と
の
こ
と
。
曽
根

さ
ん
の
本
市
で
の
挑
戦
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

農
業
の
基
本
的
技
術
な

ど
が
学
べ
る
講
座

市
・
県
北
農
林
事
務
所
・
Ｊ
Ａ

茨
城
み
ず
ほ
が
連
携
し
て
、
農
作

物
を
栽
培
し
て
直
売
所
等
へ
の
出

荷
を
希
望
す
る
方
に
対
し
、
農
業

講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

農
業
講
座
で
は
、
毎
月
１
回
程

度
開
催
さ
れ
る
講
習
や
実
習
を
通

じ
て
、
作
物
栽
培
の
技
術
指
導
や

販
売
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
農
業

の
基
本
的
技
術
を
習
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

＊ 

現
在
行
わ
れ
て
い
る
農
業
講
座

の
募
集
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
〜
25
年
度
の
農
業
講
座

の
募
集
は
、
平
成
24
年
２
月
頃

に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

母親がそばを打ち、子どもの頃

から手打ちそばが大好きであっ

たため、常陸秋そばブランドを

自分の手で栽培したいと思って

いました。

いくつか就農の候補地はありま

したが、栽培法から土地までト

コトンこだわり、常陸秋そばの

聖地である赤土町周辺を選びま

した。

来年 4月、農業生産法人を設
立し、今以上に耕作放棄地を解

消して農地拡大を図り、それに

伴い雇用促進、農作業等の受託

などで地域社会に貢献し、農業、

常陸秋そばにプライドを持って

活動していきます。

特
集

interviewinterview
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常
陸
秋
そ
ば
を
守
り
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
。

水
府
愛
農
会

市
認
定
農
業
者
で
あ
る
㈲
水
府

愛
農
会
（
川
又
節
郎
代
表
）
は
、

若
い
人
の
農
業
離
れ
が
進
む
中
、

地
域
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
会
員

の
思
い
で
、
そ
ば
の
栽
培
を
通
じ

た
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

国
の
補
助
を
受
け
て
平
成
15
年

に
農
業
法
人
を
立
ち
上
げ
、
そ
ば

の
製
粉
機
や
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の

機
械
を
導
入
し
て
本
格
的
な
そ
ば

の
生
産
を
開
始
。
７
年
間
で
約
17 

ha
の
農
地
を
集
積
し
、
耕
作
放
棄

地
を
約
５
ha
解
消
す
る
な
ど
、
地

域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

同
会
で
は
今
後
、
収
量
を
い
か

に
増
や
し
て
い
く
か
、
さ
ら
に
研

究
を
重
ね
て
い
く
予
定
で
す
。

常
陸
秋
そ
ば
の
郷
ま
も

り
た
い ―

 

赤
土
町 ―

そ
ば
畑
の
耕
作
放
棄
地
が
増
加

し
て
い
る
赤
土
町
で
は
、
地
域
住

民
で
助
け
合
い
な
が
ら
地
域
を

守
っ
て
い
く
た
め
の
「
常
陸
秋
そ

ば
の
郷
ま
も
り
た
い
」
を
結
成
。

子
供
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
花
部

会
、
そ
ば
部
会
、
青
年
部
の
協
力

に
よ
り
組
織
さ
れ
、
町
内
の
３

カ
所
の
耕
作
放
棄
地
50
ア
ー
ル
を
、

住
民
み
ん
な
が
協
力
し
て
耕
し
て

い
ま
す
。

農
地
の
再
生
に
取
り
組

む
方
へ
の
支
援

荒
れ
て
い
る
農
地
の
再
生
作
業

（
刈
払
、
抜
根
、
耕
起
、
整
地
等
）

に
対
し
、
助
成
し
ま
す
。

問
農
政
課
（
内
線
６
１
４
）

農
地
を
貸
し
た
い
・
借

り
た
い
方
へ
（
農
地
バ
ン
ク
）

◇
貸
し
手（
農
地
を
貸
し
た
い
方
）

 　

 

農
業
の
跡
継
ぎ
が
い
な
い
、

高
齢
に
な
っ
た
た
め
耕
作
で

き
な
い

◇
借
り
手（
農
地
を
借
り
た
い
方
）

　

 

新
規
就
農
し
た
い
、
耕
作
規
模

を
拡
大
し
た
い

◇
登
録
対
象

　

① 

登
録
で
き
る
農
地　

農
業
振

興
地
域
内
の
農
地

　

② 

借
り
手　

市
内
に
農
地
を
借

り
、
一
定
期
間
、
耕
作
を
す

る
意
志
の
あ
る
方
等

問 

市
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協

議
会
（
農
政
課
内　

内
線

６
１
１
・
６
１
２
）

農
業
の
付
加
価
値
を
高

め
た
い
方
へ
の
支
援

◇ 

対
象　

満
55
歳
未
満
で
市
内
に

住
所
を
有
し
、
農
業
を
既
に
営

常陸秋そばの郷まもりたい
代表　海老根 信夫 さん

クリムソンクローバーを植えた

ことで、満開の花の素晴らし

さに地域が盛り上がっています。

来年はクリムソンクローバーの

満開の時期に合わせてイベント

をしようという話も持ち上がっ

ています。

さらに、緑肥として植えたもの

の、畑に雑草が生えにくくなり

除草の手間が省けている効果も

生まれています。そばの生育も

順調です。自分のそば畑でも試

してみたいという人も増えてい

ます。

耕作放棄地の解消の取り組みに

よって、地域の活性化と、そば

の生産性向上にも大いに期待で

きると思います。

interviewinterview

昨
年
か
ら
、
ソ
バ
栽
培
の
地
力

回
復
の
た
め
緑
肥
と
し
て
ク
リ
ム

ソ
ン
ク
ロ
ー
バ
ー
を
「
赤
土
町
の

花
」
と
し
て
育
て
、
耕
作
放
棄
地

の
再
生
や
里
山
の
景
観
保
全
に
役

立
て
る
試
み
も
開
始
し
ま
し
た
。

ク
リ
ム
ソ
ン
ク
ロ
ー
バ
ー
を

植
え
た
畑
は
、
今
年
5
月
中
旬
に

真
っ
赤
な
花
が
満
開
に
な
り
、
そ

ば
工
房
に
来
た
方
な
ど
が
見
入
っ

て
し
ま
う
ほ
ど
。

そ
の
後
、
ソ
バ
栽
培
に
向
け
て

耕
さ
れ
、
秋
に
は
真
っ
白
な
そ
ば

の
花
が
一
面
に
広
が
る
な
ど
、
長

年
耕
作
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
土
地

が
、
春
と
秋
に
美
し
い
景
観
を
作

り
出
し
て
い
ま
す
。

- DATA-   本市のそば作付面積

H7

(ha)

出典：農林水産省  作物統計調査
H12 H17 H22
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生
産
者
と
消
費
者
を
つ

な
げ
る
朝
市

毎
月
第
３
日
曜
日
（
午
前
８
時

〜
10
時
頃
）
に
、
市
役
所
本
庁
南

側
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
て
い
る
常

陸
太
田
朝
市
。

生
産
農
家
自
ら
出
店
・
販
売
し
、

生
産
者
と
消
費
者
の
顔
の
見
え
る

関
係
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、
平

成
20
年
９
月
か
ら
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

朝
市
は
、
地
元
農
産
物
を
安
心

し
て
買
え
る
場
と
し
て
消
費
者
か

ら
好
評
を
得
る
と
共
に
、
朝
市
１

回
あ
た
り
の
平
均
出
店
数
は
わ
ず

か
な
が
ら
も
年
々
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
生
産
者
の
貴
重
な
販

売
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
の
推
進
と
、
地
域
の
食
文
化
。

ん
で
い
る
方
ま
た
は
新
た
に
営

む
方

◇
支
援
内
容

　

 

農
産
物
等
高
付
加
価
値
生
産
支

援
事
業

　

 

① 

農
産
物
等
生
産
支
援　

有
機

Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
に
係
る
諸
費
用

の
1
／
2
を
補
助
（
30
万
円

を
限
度
）

　

 

② 

研
修
支
援　

県
の
推
薦
を
受

け
て
研
修
を
受
け
る
方
に
対

し
、
研
修
費
用
の
1
／
2
を

補
助
（
県
内
2
万
円
、
県
外

5
万
円
、
国
外
10
万
円
を
限

度
）

問
農
政
課
（
内
線
６
１
４
）

イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
る
被

害
を
防
止
す
る
た
め
に

　

イ
ノ
シ
シ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
等
に

よ
る
農
作
物
の
被
害
を
防
止
す
る

た
め
、
電
気
柵
ま
た
は
防
獣
ネ
ッ

ト
等
、
防
獣
対
策
設
備
の
購
入
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

問 

農
政
課
農
林
振
興
係
（
内
線

６
１
５
）

＊ 

各
支
援
制
度
の
詳
し
い
内

容
は
、
農
政
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
元
の
農
産
物
を
使
っ

た
給
食
で
食
育

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
食
育
は
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
豊
か
な

人
間
性
を
育
ん
で
い
く
基
礎
に
な

る
も
の
と
し
て
重
要
で
す
。

本
市
で
は
、
平
成
20
年
か
ら
月

１
回
「
学
校
給
食
常
陸
太
田
の

日
」
と
し
て
、
地
元
産
の
米
を

使
っ
た
米
粉
の
パ
ン
や
市
内
で
採

れ
た
野
菜
、
巨
峰
な
ど
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
で
、
子
ど
も
た
ち
の
給

食
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
飯
は
本
市
産
の
コ
シ

ヒ
カ
リ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
食
材
は
地
元
の
農

家
・
Ｊ
Ａ
茨
城
み
ず
ほ
等
の
協
力

に
よ
る
も
の
で
、
地
産
地
消
の
意

- DATA-   朝市の平均出店数

年度 開催
回数 出店数 平均出店数

Ｈ 23
８月末    5回 213件 42.6件

Ｈ 22 11回 458件 41.6件

Ｈ 21 12回 464件 38.7件

Ｈ 20   7回 270件 38.6件

米パン米パン

「自家消費していた物を朝市

で販売するようになって、さ

らにいい物を作ろうとメン

バーの生きがいができたよう

に思います。また、買ってい

ただく方と顔を合わせて、味

を直接評価してもらえること

も、朝市ならではですね」

朝市で米やそば粉、野菜、竹
製花瓶などを販売

百笑クラブの皆さん

子どもたちには、週１回の

ペースで栄養指導を行ってい

ます。食べ物についての大切

さや、体の成長にバランスの

とれた食事の必要性などを、

子どもたちに分かりやすく話

すということを心がけて教え

ています。

interviewinterview

interviewinterview

味
や
食
料
自
給
率
の
こ
と
な
ど
も

身
近
に
理
解
さ
せ
や
す
く
、
子
ど

も
た
ち
が
地
域
の
食
文
化
を
学
ぶ

絶
好
の
機
会
と
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。子

ど
も
た
ち
か
ら
は
「
と
て
も

給
食
が
美
味
し
く
て
楽
し
み
」
と

好
評
で
す
。

栄養教諭
山口 則子 さん

農業のチカラ特
集
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市では、農業を元気にし、経営として成り立つよう、生産者の市では、農業を元気にし、経営として成り立つよう、生産者の

所得を向上させるため、所得を向上させるため、

○ 生産コスト削減に向けた農業づくり○ 生産コスト削減に向けた農業づくり
○ 付加価値のある生産に向けた農業づくり○ 付加価値のある生産に向けた農業づくり
を目指し、農業で生活している方や、新規就農者を支援していを目指し、農業で生活している方や、新規就農者を支援してい

きながら、本市の農業の活性化に向けた様々な取り組みを、市民きながら、本市の農業の活性化に向けた様々な取り組みを、市民

の皆さんと協働で積極的に推進しています。の皆さんと協働で積極的に推進しています。

Ｊ
Ａ
茨
城
み
ず
ほ
（
桑
原
千
尋

組
合
長
）
で
は
、
本
市
産
の
コ
シ

ヒ
カ
リ
で
作
っ
た
「
米
発
酵
燃
焼

系
ア
イ
ス
」
を
開
発
・
発
売
し
ま

し
た
。
牛
乳
の
代
わ
り
に
豆
乳
を

使
っ
て
動
物
性
脂
肪
分
を
ゼ
ロ
、

大
豆
の
栄
養
が
豊
富
で
低
カ
ロ

リ
ー
と
、
健
康
的
で
身
体
に
や
さ

し
い
仕
上
が
り
。
本
市
の
新
し
い

特
産
品
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
品
質
向
上
の
点
か
ら
は
、

市
内
の
米
の
生
産
者
と
販
売
者
が

一
緒
に
な
り
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の

米
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
、
本
市

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
品
質
の
向
上
と

統
一
化
を
進
め
る
取
り
組
み
が
現

在
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

更
に
、
常
陸
秋
そ
ば
や
、
ぶ
ど

う
の
常
陸
青
龍
な
ど
、
も
と
も
と

品
質
の
高
い
そ
れ
ら
本
市
の
特
産

品
の
更
な
る
品
質
向
上
や
知
名
度

ア
ッ
プ
な
ど
に
向
け
て
、
行
政
と

生
産
者
等
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
を
通
じ
た
様
々
な
取
り
組
み
が
広
が
る
。

遊
休
農
地
の
解
消
な
ど
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
る
常
陸
秋
そ
ば

オ
ー
ナ
ー
制
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
オ
ー

ナ
ー
制
は
、オ
ー
ナ
ー
専
用
の
畑
・

田
を
割
り
当
て
、
種
蒔
き
や
刈
取

り
、
脱
穀
と
い
っ
た
栽
培
作
業
を
、

オ
ー
ナ
ー
自
ら
が
全
て
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
in
常
陸

太
田
で
は
、
農
家
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
農
作
業
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
、

都
市
と
農
村
の
交
流
を
深
め
な
が

ら
、
労
働
力
の
補
完
・
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
。
ぶ
ど

う
の
花
き
り
作
業
、
梨
の
摘
果
作

業
な
ど
を
体
験
で
き
、
主
に
東
京

な
ど
首
都
圏
か
ら
の
参
加
者
が
目

立
ち
ま
す
。

ま
た
、
高
校
生
や
大
学
生
な
ど

の
授
業
の
一
環
と
し
て
農
業
体
験

を
行
う
た
め
に
本
市
を
訪
れ
た
り
、

農
作
業
を
通
じ
て
結
婚
相
手
を
探

す
催
し
な
ど
も
行
わ
れ
、
農
業
を

通
じ
た
様
々
な
取
り
組
み
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

―
 

新
商
品
開
発
と
品
質
向
上
に
向
け
て 

―
 

農
業
体
験
が
も
た
ら
す
効
果

生産コスト生産コスト
の削減の削減

付加価値の付加価値の
ある生産ある生産

― 本市の目指す農業の方向性 ―
生産者の所得向上生産者の所得向上

農業のチカラ特
集
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玄
米
の
本
調
査
結
果

国
・
県
・
市
・
Ｊ
Ａ
・
集
荷
業
者

な
ど
が
連
携
し
て
、
９
月
10
日
に
市

内
20
カ
所
で
採
取
し
た
玄
米
の
放
射

性
物
質
（
セ
シ
ウ
ム
）
の
本
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
放
射
性
物
質
は
検
出

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

＊ 

「
検
出
せ
ず
」
と
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
が
存
在
し
な
い
か
、検
出
限
界
値
（
検

出
で
き
る
最
小
の
値
）
未
満
の
こ
と

こ
の
結
果
、
常
陸
太
田
市
産
の
米

の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
、
平
成
23
年

産
米
の
出
荷
・
販
売
・
譲
渡
が
で
き

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
市
で
は
本
市
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
安
全
・
安
心
を
Ｐ
Ｒ
す
る
シ
ー

ル
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

今
年
も　
　
　
　
　
　
　

常
陸
太
田
の

今
年
も　
　
　
　
　
　
　

常
陸
太
田
の

新
た
な
本
市
の
特
産
品
と
し
て
期
待
。

JA茨城みずほ
柿生産部会

﹇
シ
リ
ー
ズ
﹈

﹇
シ
リ
ー
ズ
﹈
風
評
被
害
を
吹
き
飛
ば
そ
う
！

風
評
被
害
を
吹
き
飛
ば
そ
う
！    

　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
ん
ば
ろ
う
常
陸
太
田
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
ん
ば
ろ
う
常
陸
太
田
！    

③③

美
味
し
い
！

美
味
し
い
！      　　

      　　

    

「「  

柿柿  

」」

Ｊ
Ａ
茨
城
み
ず
ほ
柿
生
産
部

会
（
高
瀬
五
百
三
郎
会
長
）
で
は
、

水
府
地
区
で
柿
の
「
樹
じ
ゅ
じ
ょ
う
だ
つ
じ
ゅ
う

上
脱
渋
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

樹
上
脱
渋
と
は
、
渋
柿
一
つ
ひ

と
つ
に
袋
か
け
し
て
渋
抜
き
を
す

る
処
理
方
法
で
、
手
間
は
か
か
る

も
の
の
、
甘
柿
の
よ
う
な
食
感
や

日
持
ち
が
良
く
な
る
な
ど
、
品
質

が
向
上
し
ま
す
。

ま
た
、
柿
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進

め
る
た
め
昨
年
度
は
山
形
県
庄
内

へ
先
進
地
視
察
を
行
い
、
今
年
度

は
商
標
登
録
の
た
め
の
名
称
や
デ

ザ
イ
ン
の
検
討
会
も
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

栽
培
講
習
会
や
生
育
巡
回
、
品

評
会
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
同
会
の
柿
の
品
質
向
上
と
ブ
ラ

ン
ド
化
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

懸
念
さ
れ
て
い
る
放
射
性
物
質

の
影
響
に
つ
い
て
は
、
８
月
９
日

に
生
育
途
中
の
柿
の
放
射
性
物
質

測
定
を
行
い
、
セ
シ
ウ
ム
・
ヨ
ウ

素
と
も
に
検
出
は
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
後
、
出
荷
前
に
も
再
度

測
定
を
行
い
な
が
ら
、
柿
を
Ｐ
Ｒ

す
る
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
出
荷
に

合
わ
せ
て
配
布
す
る
な
ど
、
風
評

被
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
ま
す
。

美
味
し
い
！

美
味
し
い
！      　　

      　　

    

「「  

柿柿  

」」

「
米
の
安
全
証
明
書
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
で
は
、
県
の
実
施
し
た
米
の
放

射
性
物
質
検
査
の
結
果
に
基
づ
き
、

「
米
の
安
全
証
明
書
」
を
作
成
し
ま

し
た
。
農
政
課
の
窓
口
で
配
付
し
て

い
る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

玄
米
か
ら
放
射
性
物
質
は
非
検
出
。
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〜 
い
つ
ま
で
も
健
康
で 

〜

　

わ
が
国
の
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
、

昭
和
38
年
に
は
全
国
で
１
５
３
人
で
し

た
が
、
現
在
4
万
4
千
人
を
超
え
、
全

国
の
男
性
の
平
均
寿
命
（
※
１
）
は
79
・

59
歳
、
女
性
は
86
・
44
歳
と
、
男
女
と

も
過
去
最
高
を
記
録
。

　

市
内
の
最
高
齢
は
茅
根
い
し
さ
ん
（
和

久
町
）
の
１
０
７
歳
、
１
０
０
歳
以
上

の
方
は
49
人
（
※
２
）
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
か
ら
、
本
市
は
長
寿
の
ま
ち
と
い

え
ま
す
。

※
１   

厚
生
労
働
省
の
平
成
21
年
簡
易
生
命
表
の
結

果
よ
り

ま
だ
ま
だ
現
役

地　区 99歳 100歳 101歳以上
常陸太田 15 10 15
太田 2 3 4
機初 1 0 1
西小沢 2 1 0
幸久 3 1 2
佐竹 0 0 4
誉田 1 3 1
佐都 1 1 0
世矢 4 1 2
河内 1 0 1

金砂郷 4 8 4
久米 1 0 1
郡戸 1 0 0
金郷 1 5 3
金砂 1 3 0

水府 5 1 6
山田 0 0 1
染和田 3 0 4
天下野 2 1 1
高倉 0 0 0

里美 3 3 2
小里 2 2 1
賀美 1 1 1
合　計 27 22 27

荻
津  

ま
つ
さ
ん
（
99
歳
）

荻
津
さ
ん
は
明
治
45
年

（
１
９
１
２
）
に
高
柿
町
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
お
婿
さ
ん
を

迎
え
、
子
ど
も
を
５
人
育
て

な
が
ら
、
タ
バ
コ
栽
培
な
ど

農
作
業
に
精
を
出
し
ま
し
た
。

「
機
械
が
な
く
全
部
手
作
業
で

大
変
で
し
た
が
、
一
生
懸
命

に
働
き
ま
し
た
」
と
振
り
返

り
ま
す
。

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

％

大久保市長と歓談する荻津さん

数
年
前
ま
で
は
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
試
合
で
も
活
躍
し
、

現
在
も
草
取
り
な
ど
は
お
手

の
も
の
。
薬
は
飲
ま
ず
、
ど

こ
も
痛
い
と
こ
ろ
が
な
い
と

と
い
う
健
康
な
荻
津
さ
ん
。

今
は
、
み
ん
な
で
丈
夫
に

暮
ら
す
こ
と
と
、
ひ
孫
さ
ん

と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　　　　常陸太田市の高齢化率
（全人口に対する 65歳以上の方の割合）

％

地区別 100歳以上の高齢者数
※ 2     平成 24年 3月 31日までに次の年齢になる

方の見込みです。（住民基本台帳より集計）

市では敬老祝金として、80歳に到達した方に 5
千円、88歳（米寿）に 1万円、99歳（白寿）
に 2万円、100歳以上に 3万円を支給しています。
問高齢福祉課（内線 144）

live to a great agelive to a great age
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中
学
生
海
外
研
修
in
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

未
来
を
拓
く

未
来
を
拓
く

中
学
生
を
海
外
派
遣

中
学
生
を
海
外
派
遣

８
月
17
日
〜
24
日
、
市
中
学
生
海
外
研
修
派
遣
事
業
に
よ
り
市
内
中
学

生
24
人
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
派
遣
さ
れ
、
現
地
の
文
化
や
人
々
と
触

れ
合
っ
て
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
学
校
訪
問
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
、

普
段
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
数
多
く
経
験
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
や
日
本
と
の
文
化
の
違
い
な
ど
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
国
際

感
覚
を
身
に
つ
け
、
郷
土
の
良
さ
を
再
認
識
し
、
自
分
の
将
来
を
考
え

る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

○ 

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
家
族
の

よ
う
に
温
か
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー

に
迎
え
て
く
れ
た
り
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
人
た
ち
は
と
て
も

明
る
く
積
極
的
。
私
も
見
習
い

た
い
で
す
。

○ 

学
校
見
学
で
現
地
の
生
徒
と
た

く
さ
ん
会
話
が
で
き
て
、
友
達

の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

○ 

学
校
に
「
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

テ
ィ
ー
」
と
い
う
時
間
が
あ
り

ち
ょ
っ
と
驚
き
。

○ 

珍
し
い
動
物
や
雄
大
な
自
然
に

ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

そ
の
自
然
は
一
人
ひ
と
り
の
努

力
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

○ 

い
ろ
い
ろ
な
所
に
「
東
日
本
大

震
災
の
募
金
箱
」
が
あ
り
、
感

謝
し
た
い
で
す
。

○ 

言
葉
や
文
化
、
髪
や
肌
の
色
が

違
っ
て
も
、
お
互
い
に
理
解
し

合
お
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ

ば
仲
良
く
な
れ
る
と
思
い
ま
し

た
。

○ 
英
語
を
も
っ
と
勉
強
し
て
、
外

国
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

■参加者（敬称略）
髙 橋 隼 人 男

太田中
飛田菜々花 女
中 嶋　 彩 女
橋 本 千 智 女
檜 山 俊 介 男

峰山中
岡 田 遼 平 男
鈴木斗志矢 男
岡 田 和 馬 男
清 水　 駿 男 世矢中
西 野 清 香 女

瑞竜中

益 子 奈 々 女
後 藤 圭 介 男
武 藤 太 壱 男
八 木 優 美 女
古 里 祥 子 女
石 井 陸 子 女

南中多賀谷明代 女
保 科 陽 嶺 男
大串英里奈 女

北中
川 又 千 明 女
大 森 亜 美 女

水府中
茅 根 茉 依 女
石 川 裕 也 男

里美中
岡 村　 皐 女

小磯 巖 教頭 男
峰山中
（団長）

渡邉明子教諭 女
北中

（指導教諭）

■日程

8/17 成田空港発〈機内泊〉

8/18 ケアンズ着、市内見学

8/19 　学校訪問、ホームステイ

8/20 　ホームステイ

8/21 　ホームステイ

8/22 　学校訪問、ホームステイ

8/23 　学校訪問、市内見学等

8/24 ケアンズ発、成田空港着

［人口］13万3千人（06年）
グレート・バリア・リーフの
玄関口として観光が盛ん。

〜
中
学
生
の
想
い
〜
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✿おめでとうございます

太田一高 水泳部

太田一高 写真部太田一高　書道部
安嶋  友紀 さん　

全国大会に出場

全国高等学校総合文化祭に出展

「県で書道の先生方から評価さ

れたことは大変光栄でうれし

かったです。ひとつ残念だった

のは、総文祭の会場が震災で使

えず、展示が行われなかったこ

と。せっかくの機会だったので

全国の人たちの作品をぜひ見て

みたかったです」

全国大会に出場

太田一高　男子ソフト
　　　 テニス部

太田一高　弓道部

太田一高 弁論部
全国大会に出場

茅根  つかさ さん　
全国高等学校総合文化祭に出展

「県で特選となった『勝利の女

神』を、総文祭に出展。動きを

表現しようと背景を考え意図し

た構図で撮影することができま

した。もっと基礎を勉強して光

の調整をして作品を撮りたいで

す。こらからも写真を続けてい

きたいです」

個人ダブルス　髙畑  宏雪 さん（写真左）　佐田  義樹 さん
関東高等学校ソフトテニス選手権大会に出場

「県大会とは会場の空気

から違っていて、緊張が

解けないうちに３ゲーム

を先取されてしまいまし

た。二人でよく話し合い

ながらファイナルセット

まで持っていきましたが、

相手が１枚上手でした」

根本  泰河 さん　
全国高等学校総合文化祭に出場

「県大会では 2位。全国大会で
は 53人出場中 19位でした。『情
けは人のためならず』をテーマ

に、昨年オーストラリア研修に

行ったときの思いを語りました。

弁論部での活動を通して、自分

の主張や考えを持つことの大切

さを学びました」

太田一高 文芸部
大門  正弥 さん　
関東地区高校生文芸大会に出展

「『窓の外　真っ直ぐ伸びる立葵

　ぶれることなく　生きてゆけ

れば』など短歌２首を出展。関

東大会では、高校生とは思えな

い素晴らしい作品もあり、良い

刺激を受けました。来年も出品

できるようがんばります」

関東大会に出場
木村  紗悠美 さん　
関東高等学校弓道個人選手権選抜大会に出場

「県大会は 16射 12中で７位で
した。関東大会では、予選から

高い的中率を求められましたが、

3年に 1度の文化祭（青龍祭）
へ参加せず、サポートに来てく

れた部員のためにも、がんばり

ました」

関東大会に出場

熊谷  理緒 さん　
関東高等学校水泳競技大会に 200ｍバタフライで出場

「3月から 200ｍに切り替えて
県大会で 4位。関東大会では残
念な結果でしたが、来年は 100
ｍと 200ｍの 2種目で出場を目
指します。また、水泳資格の 9
級のタイムを出せるようがんば

ります」

関東大会に出場

関東大会に出場

太田一高　女子卓球部
個人シングルス 佐藤 このみ さん　（写真左）

全国高等学校総合体育大会（個人シングルス）に出場
関東高等学校卓球大会（個人ダブルス）に出場

「一度勝ってからは、緊

張がとけ本来の力が出せ

ました。ダブルスは、シ

ングルスと違い仲間がい

ると思うと心強かったで

す」

個人ダブルス　 佐藤 このみ さん　　吉村  美咲 さん

関東大会に出場

全国大会に出場
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瑞竜中　今野  雄斗 さん

関東大会に出場

関東大会に出場

関東大会に出場
中野  真貴子 さん　

里美中　剣道部

関東高等学校陸上競技大会・関東陸上競技選手権大会に出場

「先輩たちの築いた伝統を背負い、皆でがんばってきた成果が、それぞれの競技で出せてよかったと思います。

これから、後輩たちにもこの伝統を伝え託していきたいです」

【写真前列左から】

坂下  凪浩 さん（5000m）、山田  南津紀 さん（走幅跳）
海老根  真緒 さん（100m／200m）、宮下  隼輝 さん（4×100mリレー）

【写真後列左から】

今野  泰吾 さん（3000m障害）、木村  一磨 さん（10種競技）
福田  智仁 さん（200m／ 400m／ 4×100mリレー）

小野  洋介 さん（走幅跳）、髙星  敬介 さん（3000m障害）
菊池  光大 さん（4×100mリレー）、猿田  康陽 さん（4×100mリレー）

関東中学校陸上競技大会共通男子 800mに出場

「7月の県大会で自己ベスト（2
分 3秒 08）を出し 3位。関東
では 2分 2秒台を目指し精一杯
走りました。800mは体力的に
きつい競技で、ゴール付近は体

が動かなくなるほどですが、練

習で培った気力でがんばりまし

た」

救
急
医
療
功
労
者
を
表
彰

９
月
９
日
の
救
急
の
日
お
よ
び
救
急
医

療
週
間
に
あ
た
り
、
消
防
本
部
に
お
い
て
、

永
き
に
わ
た
り
救
急
医
療
現
場
で
ご
活
躍

さ
れ
て
い
る
６
人
の
方
々
に
対
し
て
、
救

急
医
療
功
労
者
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の
方
々
で

す
。

川
崎
病
院　
　

圷　

綾
さ
ん　

大
山
胃
腸
科
外
科
病
院　

武
藤　

子
さ
ん

西
山
堂
病
院　

塙
修
一
さ
ん

藤
井
病
院　
　

大
高
里
美
さ
ん

太
田
病
院　
　

坂
本
ス
ミ
子
さ
ん

大
森
医
院　
　

菊
池
さ
ち
子
さ
ん

今
後
も
救
急
医
療
現
場
で
の
ご
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

太田一高　陸上部

関東中学校剣道大会女子個人戦に出場

「あこがれの関東大会に出場し、

試合には平常心で臨めましたが、

準優勝した選手に延長戦の末、

敗退。中学 3年間では、部活動
のほか里神館道場でも稽古に励

み、「感謝」の気持ちを学ぶこ

とができました。高校に行って

もこの気持ちを忘れずに剣道を

続けていきたいです」

南中　

日本クラブユースサッカー選手権（U－ 15）
大会に出場

「鹿島アントラーズノルテジュニア

ユースでキャプテンを務めていま

す。全国大会では目標の決勝トー

ナメント進出を果たし、ベスト 16
でした。中学の最後にもう一つ大

きな大会（高円宮杯）があるので、

また全国で活躍したいです。高校

では鹿島アントラーズのユースに

入り、さらに飛躍したいと思って

います」

全国大会に出場
寺門  宥斗 さん　　

南中　鈴木  雄登 さん
関東大会に出場

関東中学校陸上競技大会 3年男子 100mに出場

「県大会では自分の思ったとお

りの走りができ 3位（11秒 58）
でした。関東大会では全体の

12位で、決勝に進出できず残念。
高校に行っても陸上を続けて、2
年生で 10秒台、3年生でインター
ハイ出場を目指します」
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✿おめでとうございます

市
政
発
展
の
功
労
者
を
表
彰

９
月
29
日
、
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
永
年
に
わ
た
り
市
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
78
人
、
４
団
体
の
方
々
の
功
績
を
た
た
え
、
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

【
自
治
功
労
表
彰
】

■ 

市
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自

治
の
発
展
に
寄
与

　

○
生
田
目
久
夫
（
山
下
町
）

　

○
梶
山
昭
一
（
瑞
龍
町
）

　

○
立
原
正
一
（
内
田
町
）

　

○
小
林
英
機
（
里
野
宮
町
）

　

○
平
山　

傳
（
東
染
町
）

　

○
関　

英
喜
（
町
屋
町
）

【
自
治
表
彰
】

■ 

教
育
委
員
と
し
て
地
方
自
治

の
発
展
に
寄
与

　

○
日
髙
真
里
（
幡
町
）

【
一
般
表
彰
】

  

■ 

多
年
、
統
計
調
査
員
と
し

て
地
方
自
治
の
進
展
に
尽

力

　

○　

谷
守
雄
（
下
河
合
町
）

  

■ 

多
年
、
民
生
委
員
児
童
委

員
と
し
て
社
会
福
祉
の
増

進
に
尽
力

　

○
牧
野
捷
子
（
木
崎
一
町
）

　

○
齋
藤
英
明
（
三
才
町
）

　

○
大
森
勝  　
（
真
弓
町
）

　

○
関
根
正
一
（
小
島
町
）

　

○
川
又
捷
子
（
町
田
町
）

■ 

多
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
と
お
し
て
社
会
福
祉
の
増

進
に
尽
力

　

○ 

劇
工
房　

橋
の
会
（
宮
本

町
）

　

○ 
手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ 

ア

ル
ド
（
真
弓
町
）

　

○ 
大
正
琴
教
室　

微
風
（
小

島
町
）　

　

○ 

茨
城
県
立
佐
竹
高
等
学
校

Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
（
稲
木
町
）

 

■ 

多
年
、
学
校
医
と
し
て
学
校

保
健
の
向
上
に
尽
力

　

○
久
保
田
仁
（
水
戸
市
）

　

○
石
川
主
税
（
水
戸
市
）

■ 

多
年
、
消
防
団
活
動
を
と
お

し
て
地
域
防
災
に
尽
力

　

○
澤
幡
光
國
（
稲
木
町
）

　

○
荷
見
茂
徳
（
里
川
町
）

【
感
謝
状
】

  

■ 

町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の

進
展
に
尽
力

　

○
根
本
幹
朗
（
宮
本
町
）

　

○
大
森
秀
一
（
中
城
町
）

　

○
鈴
木
哲
男
（
久
米
町
）

　

○　

根
則
夫
（
芦
間
町
）

　

○
堀
江
茂　

  （
大
方
町
）

　

○
細
谷
一
夫
（
竹
合
町
）

　

○
岩
間
正
宣
（
下
利
員
町
）

　

○
平
山
俊
夫
（
松
平
町
）

　

○
和
田
務
（
和
田
町
）

　

○
鈴
木
映
行
（
国
安
町
）

　

○
豊
田
正
名
（
和
久
町
）

■ 

副
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治

の
進
展
に
尽
力

　

○
大
森
康
伸
（
藤
田
町
）

■ 

多
額
の
寄
付
を
と
お
し
て
地

方
自
冶
の
進
展
に
尽
力

　

○
茅
根
健
一
（
杉
並
区
）

 

■ 

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し

て
社
会
福
祉
の
増
進
に
尽

力

　

○
猿
田
馨
子
（
金
井
町
）

　

○
海
老
原
聡
使
（
東
三
町
）

　

○
鈴
木
守
（
西
宮
町
）

　

○
岡
部
純
男
（
小
沢
町
）

　

○
宇
野
睦
子
（
粟
原
町
）

　

○
武
石
美
智
子
（
島
町
）

　

○
寺
門
貞
子
（
天
神
林
町
）

　

○
榊
忠
雄
（
下
大
門
町
）

　

○
綿
引
昭
（
茅
根
町
）

　

○
森
慶
昭
（
常
福
地
町
）

　

○
村
田
八
重
子
（
小
目
町
）

　

○
庄
司
幸
一
（
小
目
町
）

　

○
武
藤
俊
彦
（
町
屋
町
）

　

○
福
地
高
幸
（
町
屋
町
）

　

○
大
森
光
子
（
町
屋
町
）

　

○
圷
満
英
（
薬
谷
町
）

　

○
大
曽
根
民
子
（
花
房
町
）

　

○
會
澤
孝
雄（
下
宮
河
内
町
）

　

○
岡
﨑
武
（
赤
土
町
）

　

○
岡
﨑
欣
一
（
赤
土
町
）

　

○
関
弘
子
（
上
宮
河
内
町
）

　

○
石
井
榮
（
松
平
町
）

　

○
根
本
富
美
子（
東
連
地
町
）

　

○
小
坂
部
洋
一
（
和
久
町
）

　

○
大
須
賀
千
惠
子（
西
染
町
）

　

○　

池
輝
夫
（
天
下
野
町
）

　

○
根
本
道
子
（
天
下
野
町
）

　

○
國
安
利
和
（
小
菅
町
）

　

○ 

（
故
）
椎
名
義
孝
（
上
深

荻
町
）

 

■ 

多
額
の
寄
付
を
と
お
し
て
産

業
の
振
興
開
発
に
尽
力　

　

○ 

常
陸
太
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
金
井
町
）

　

○ 

常
陸
太
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
中
城
町
）

 
■ 

多
額
の
寄
付
を
と
お
し
て
教

育
行
政
の
発
展
に
尽
力

　

○
日
座
正
則
（
天
神
林
町
）

■ 

公
民
館
長
と
し
て
地
域
社
会

協
力
に
尽
力

　

○
青
木
義
夫
（
馬
場
町
）

　

○
永
井
紀
夫
（
磯
部
町
）

　

○
鈴
木　

一
（
折
橋
町
）

■ 

青
少
年
相
談
員
と
し
て
青
少

年
の
健
全
育
成
に
尽
力

　

○
後
藤
香
代
子
（
白
羽
町
）

　

○
鈴
木
英
二（
下
宮
河
内
町
）

 

■ 

多
額
の
寄
付
を
と
お
し
て
災

害
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
尽

力

　

○
荒
蒔
康
一
郎
（
品
川
区
）

　

○
東
京
書
籍
㈱
（
北
区
）

　

○
増
子
達
郎
（
世
田
谷
区
）

　

○ 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
‐
Ａ
Ｔ
エ
ム
タ
ッ

ク
㈱
（
新
宿
区
）

　

○
ピ
ジ
ョ
ン
㈱
（
中
央
区
）

　

○ 

立
正
佼
成
会
日
立
教
会

（
日
立
市
）

　

○
㈱
カ
ス
ミ
（
つ
く
ば
市
）

　

○
大
分
県
臼
杵
市（
臼
杵
市
）

　

○
真
宗
大
谷
派
（
京
都
市
）

　

○ 

仙
北
市
・
角
館
観
光
行
事

実
行
委
員
会
（
仙
北
市
）

　

○ 

デ
ビ
ッ
ト 

マ
イ
ヤ
ー
・

デ
ビ
ッ
ト 

マ
イ
ヤ
ー
グ

ル
ー
プ
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
ウ
エ
ス
ト
ハ
リ
ウ
ッ

ド
）

✿
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✿
✿

✿
み
ん
な
の
努
力
が
花
開
く

花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
で
本
市
大
活
躍

同
校
で
は
、
全
校
児
童
で
花
の
苗
を

植
え
て
愛
校
活
動
の
中
で
除
草
を
し
、

４
〜
６
年
生
の
緑
化
委
員
が
水
か
け

な
ど
の
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
花
壇

整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

佐
川
憲
一
郎
校
長
は
「
花
を
育
て
る

こ
と
は
声
な
き
教
育
の
一
環
と
し
て

考
え
、
子
ど
も
た
ち
に
優
し
い
心
を

育
ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
で
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
結
果
と
し
て

知
事
賞
を
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち

や
先
生
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
方
も

み
ん
な
喜
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
」
と
、

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

―
  

表
彰
団
体
紹
介
（
敬
称
略
）―

▼ 

県
知
事
賞　

水
府
小
学
校
（
学
校

の
部
）　

▼ 

県
議
会
議
長
賞　

西
染
長
生
会
（
団

体
・
職
場
の
部
）
／
谷
河
原
高
砂

会
（
団
体
・
職
場
の
部
）　

▼ 

県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞　

幸
久

小
学
校
（
学
校
の
部
）

▼ 

茨
城
新
聞
社
長
賞　

天
下
野
三
区

天
寿
会
（
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
部
）

／
赤
土
老
人
ク
ラ
ブ
（
団
体
・
職
場

の
部
）
／
山
田
小
学
校
（
学
校
の
部
）

▼ 

県
造
園
建
設
業
協
会
長
賞　

松
平

老
人
ク
ラ
ブ
（
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

の
部
）

▼  

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
理
事

長
賞　

稲
木
長
寿
会
（
地
域
の
部
）

／
町
田
老
壮
会
（
地
域
の
部
）

県
知
事
賞
に
輝
い
た
水
府
小
は
、

校
舎
前
を
中
心
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

や
赤
と
青
の
サ
ル
ビ
ア
を
、
校
庭
の

フ
ェ
ン
ス
沿
い
な
ど
に
は
日
陰
で
育

つ
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
な
ど
を
植
栽
。

ま
た
、
今
年
話
題
の
ナ
デ
シ
コ
の
花

も
見
事
に
咲
き
誇
り
ま
し
た
。

＜県知事賞＞  水府小学校

＜県議会議長賞＞  西染長生会＜県議会議長賞＞  谷河原高砂会

第
39
回
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
（
大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
・

県
教
育
委
員
会
主
催
）
に
お
い
て
、
水
府
小
（
佐
川
憲
一
郎
校
長
）
が
県

知
事
賞
を
受
賞
し
た
の
を
は
じ
め
、
西
染
長
生
会
（
大
須
賀
隆
男
会
長
）、

谷
河
原
高
砂
会
（
篠
原
勝
幸
会
長
）
が
県
議
会
議
長
賞
、
幸
久
小
（
桒
原

裕
校
長
）
が
県
教
育
長
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
本
市
の
団
体
が
数
多
く
の

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

＜茨城新聞社長賞＞  
　　　　山田小学校

✿

✿✿✿

＜茨城新聞社長賞＞  
　　　　天下野三区天寿会

＜茨城新聞社長賞＞  
　　　　赤土老人クラブ

＜県教育委員会教育長賞＞  
　　　　幸久小学校
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今
月
は
瑞
龍
町

瑞龍町の旌
せいおうじ

桜寺には、源頼義・義家親子が
奥州征伐の帰りに休息したとき、旗竿をさ
したものが根付いた「旗

はたざくら

桜」があり見事な花
を咲かせます。その桜がある旌桜寺は康安元
（1361）年に佐竹義篤により建立され、桜が
見事なことから命名されたと言われています。
以前は地域の花見宴会などが行われる憩いの
場所でもありました。
また、山頂が国土を測量する三角点にも

紹介者紹介者　
瑞龍町
西野 敏雄 さん

美しい花々と豊かな緑

 文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

8月 28日、上高倉町の持方地区で「わくわく自
然夢学校」が行われ、親子 13組が参加しました。
今年は、無料の地域情報誌を発行しているサクラ

サクライフとの共催で、初めて市外からの参加者も
集まり、地元住民や関係者 40人が川遊びなどを楽
しみました。
午前中のオリエンテーリングでは男体山を登り

ながらクイズに答え、正解者には景品をプレゼント。
昼食は流しそうめんや地元の方の作ったこんにゃく
のてんぷらなどがふるまわれ、お腹が一杯になると
子どもたちは自らそうめんを流したりしました。
子どもたちは、スイカ割りやメダカすくい、洗剤

を使わないシャボン玉遊びなどにも挑戦し、イベン
トの目玉である川遊びでは、カニや魚を捕まえるの
に夢中になり、思う存分自然体験を楽しみました。
オリエンテーションの最中から虫を探し歩いてい

る子、朝から川遊び用の靴を履いてきていた子など、
野外遊びが好きな子たちの、とびきりの笑顔を見る
ことができたイベントとなりました。

なっている国見山は、ハイキングコースとして多くの方が訪れます。ふも
とにある耕

こうざんじ

山寺から出発して、登り約 50分下り約 30分の緑豊かな森林
浴が楽しめます。さらに寺の境内では、桜やクリンソウ、ミズバショウな
ど、季節によって美しい花々を見ることができます。

来月は瑞龍町の

「う」つながりで、

内掘町さんにお

願いします。

ずいりゅう

うちぼり

県の花
バラ

県の木
ウメ

県の鳥
ヒバリ

県の魚
ヒラメ

11月13日は「県民の日」です

郷土の歴史を知り、私たちのより豊かな暮らしと県の発展を願う日
として、1968年（昭和 43年）に県条例により定められました。
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ひたちおおたの

巨木フォーラムが
いよいよ今月開催
じゃぞ！

い
よ
い
よ
今
月
29
日
土
・
30
日
日
に「
第

24
回 

巨
木
を
語
ろ
う
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム

茨
城
・
常
陸
太
田
大
会
」が
開
催
さ
れ
る
ぞ
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
第
１
回
が
昭
和

63
年
に
兵
庫
県
柏
原
町
で
開
催
さ
れ
て
か

ら
、
本
市
の
開
催
で
24
回
目
と
な
る
。

今
回
は
、「
巨
樹
・
巨
木
林
に
想
い
を

た
く
し
未
来
へ
つ
な
ぐ
〜
常
陸
の
も
り
づ

く
り
・
ひ
と
づ
く
り
〜
」を
テ
ー
マ
に
、「
水

と
空
気
と
大
地
を
守
っ
て
い
る
の
は
森
で

あ
り
木
で
あ
る
」
と
い
う
深
い
信
念
を
、

常
陸
太
田
市
か
ら
発
信
し
、
未
来
へ
と
つ

な
ぐ
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
ん
じ
ゃ
。

茨
城
県
は
巨
樹
数
で
全
国
第
２
位
で
、

樹
種
の
多
様
性
等
か
ら
み
て
巨
樹
王
国
と

い
え
る
じ
ゃ
ろ
。
本
市
に
も
、
数
多
く
の

巨
樹
が
あ
り
、
昨
年
７
月
か
ら
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
紹
介
し
て
き
た
が
、
皆
さ
ん
は
読

ん
で
く
れ
て
い
た
じ
ゃ
ろ
う
な
？

さ
て
、
今
一
度
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
お
さ
ら
い
し
て
お
こ
う
か
の
う
。

10月 29日土
午前 9時 30分～
　 第 18回全国巨樹・巨木林の会総会（見学
可能）巨樹関係写真展

午前 10時～
展示・販売ブース（各種展示物、関係図書、
土産品など）／まつぼっくりのお人形さん
づくり（先着 100人）

午後 1時～　
　 第 24回巨木を語ろう全国フォーラム茨城・
常陸太田大会・活動報告（パネルディスカ
ッション、瑞竜小児童等によるミュージカ
ル、ヴァイオリニスト竜馬 with  izumiミ
ニライブなど）

10月 30日日
午前 8時 20分～
巨樹めぐりツアー
　① コース「佐竹氏ゆかりのまちなみ」（鯨
ヶ丘地区）

　② コース「常陸秋そばと佐竹氏ゆかりの寺
社」（金砂郷地区）

　③ コース「里山の風景と巨樹・巨木」（里
美地区）

　④ コース「竜神大吊橋と初秋の奥久慈」（水
府地区）

＊ 巨樹めぐりツアーの参加者募集は終了していま
す。

問 第 24回巨木を語ろう全国フォーラム茨城・
常陸太田大会実行委員会事務局（文化課エ
コミュージアム推進室   ☎内線 541）

太田一高、太田二高、佐竹高

の美術部が中心となり、幹周

りが 10.4ｍ、根元が 15.4ｍ
の県内最大級の「真弓神社の

爺杉をペットボトルで作る」

という、とてつもなくでっ

かいプロジェクトに挑戦中

じゃ。完成したモニュメン

トはパルティホールに展示

されるので、ぜひ見にくるの

じゃぞ。
カワセミのこーたん
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市
全
体
で
12
・
８
％
の
節
電
！

節
電
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

常
陸
太
田
の
歴
史
、
自
然
に
つ
い
て
市

民
の
皆
さ
ん
に
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。

佐
竹
氏
や
徳
川
氏
に
つ
い
て
詳
し
く

知
っ
て
い
る
人
は
い
て
も
、
地
域
に
あ
る

裏
道
や
道
標
、
お
地
蔵
さ
ん
な
ど
の
い
わ

れ
や
来
歴
な
ど
知
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
自
分
自
身
、
歴
史
は
好
き

で
し
た
が
調
べ
て
み
る
と
誤
解
も
あ
り
ま

し
た
。
常
陸
太
田
探
検
隊
講
座
で
案
内
す

る
た
め
に
、
現
地
で
見
て
地
元
の
人
な
ど

に
話
を
聞
い
て
、
自
分
た
ち
も
新
し
い
知

識
を
得
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
本
当
の
姿
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ど
ん
な

言
い
回
し
で
説
明
す
れ
ば
わ
か
り
や
す
い

の
か
悩
む
こ
と
も
多
い
で
す
。
歴
史
を
通

し
て
現
在
の
地
域
も
紹
介
し
、
さ
ら
に
将

来
は
ど
う
し
よ
う
と
い
う
問
題
提
起
も
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

ま
た
、
若
い
学
生
た
ち
に
も
国
際
社
会

で
活
躍
す
る
た
め
に
日
本
人
の
プ
ラ
イ

ド
を
持
て
る
よ
う
日
本
史
を
も
っ
と
学
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
、
真
実
の
歴
史
と
郷
土
の
よ
い
と
こ
ろ

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
案
内
人
を
続
け
て

い
ま
す
。

市
民
が
講
師
の

生
涯
学
習
講
座

「常陸太田探検隊」 講師
  常陸太田まちかど案内人の会

 大須賀 克已さん　　
　　　　　　　　（東二町）

「常陸太田探検隊」講座とは？
常陸太田市の歴史や文化遺産・自

然等をゆっくり歩きながら探訪し、

ふるさとを再発見する年 4回の講
座です。この講座は、「常陸太田ま

ちかど案内人の会」との共催事業

で、講師を務める会員の方が自ら

探索場所の下見をして資料を作成

し、当日の案内を務めます。

＊ 常陸太田探検隊講座の募集は終了し
ています。来年度の講座の募集は平
成 24年 4月頃を予定しています。

　問生涯学習センター（☎ 72-8888）

節電取り組み結果

市
民
の
皆
さ
ん
に
節
電
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
た
結
果
、
７
・
８
月
は
昨

年
同
月
と
比
較
し
て
５
５
６
万
３
千
キ

ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
（
ｋ
Ｗ
ｈ
）、
率
に

す
る
と
12
・
8
％
の
電
気
使
用
量
を
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
１
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
の
電
気

料
の
単
価
を
仮
に
20
円
と
す
る
と
、
約

１
億
１
千
万
円
が
節
約
で
き
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
各
家
庭
や
職
場

で
節
電
に
努
力
を
し
て
い
た
だ
い
た
結

果
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

「
常
陸
太
田
探
検
隊
」
講
座

第 1回

７
・
８
月

ま
し
た
。

市
の
公
共
施
設
に
お
い
て
も
、
エ
ア

コ
ン
の
使
用
を
控
え
、
照
明
や
パ
ソ
コ

ン
の
電
源
を
小
ま
め
に
消
す
な
ど
の
努

力
を
し
て
き
た
結
果
、
14
・
９
％
の
電

気
使
用
量
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
引
き
続
き
節
電
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
節
電

へ
の
心
が
け
が
、
大
き
な
力
に
な
り
ま

す
。
今
後
も
節
電
運
動
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
！
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８
月
22
日
に
、
総
合
福
祉
会

館
で
「
子
育
て
カ
ン
ガ
ル
ー
広

場
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

カ
ン
ガ
ル
ー
広
場
は
、
妊
婦

や
1
歳
未
満
の
乳
児
を
持
つ
父

母
が
参
加
し
て
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
や
救
急
法
、
薬
の
飲
ま

せ
方
、
母
乳
ケ
ア
、
親
子
ふ
れ

あ
い
遊
び
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

育
児
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
広
場
で
す
。
ま
た
、
親
同

士
で
グ
ル
ー
プ
交
流
を
行
う
な

ど
、
情
報
交
換
の
場
と
し
て
も

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
親
子
ふ

れ
あ
い
遊
び
」。
20
組
ほ
ど
の
親

子
が
参
加
し
て
、
保
育
士
の
指

導
で
新
聞
紙
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

使
っ
た
遊
戯
を
楽
し
み
ま
し
た
。

な
お
、「
親
子
ふ
れ
あ
い
遊

び
」
は
毎
月
各
保
健
セ
ン
タ
ー

を
巡
回
し
行
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

問 

健
康
づ
く
り
推
進
課
（
☎
73
‐

１
２
１
２
）

育
児
に
つ
い
て
学
び
、
情
報
交
換
も
で
き
る
「
子
育
て
カ
ン
ガ
ル
ー
広
場
」

平成21年度から始まった総務省の事業で、都市圏の住民が1～3年間、過疎地域に
住民票を移し地域で生活しながら、農林漁業の応援、水源保全・管理など様々な地域
協力活動をしていきます。　　RelierのBlog＊http://ameblo.jp/ykm-satomi3103/

9月10日・11日に｢つなぐ会｣の『里山生活に学ぶ自分探し』をテー
マとしたフィールドワークが里美地区で開催されました。

Relier(ルリエ )が活動の中で発見した、上深荻町の水力精米所を
行程に入れ、地元の方との調整や当日の案内を行いました (^_^)　他
にも風力発電所、民家、畑なども見学♪ 夜は現場で見たことを元に
参加者でお互いの考えを共有し、熱い議論を繰り広げました！ 
里美地区は、風力や水力発電所など自然エネルギーが多い地区。

フィールドワークは、そんな地域で生み出される自然エネルギーを考

えるきっかけとなりました。世界でも関心が高まっている自然エネル

ギーを、自然が豊かな常陸太田市でもっと生み出し、有効に利用でき

るようになればいいなと考えました (・_・)

つながりぼんつながりぼん　～ 地域おこし協力隊の活動報告 ～つながりぼん

＊  ｢ つなぐ会 ｣とは？　清泉女子大学地球市民学科の関係者が中心となり 2010年
に発足した任意団体。常陸太田市とつなぐ会が協定を結び、協力隊Relier(ルリエ )
が誕生しました。つなぐ会 HP　http://www.tsunagu-kai.net/

子どもが小さいと触れ合い方が難しいので、この

ような場所でいろいろと情報をもらっています。

子どもって小さくても見えているし、聞こえてい

るのでいい刺激になると思います。

市の子どもに対する支援は充実していると思いま

すが、離乳食やおやつの調理実習などがあったら

いいなと思います。

実は、この子は 3月 12日生まれなんです。3月
11日の大地震の一時間後に破水と陣痛がおき、
病院にいっても停電で懐中電灯を使うような状態

でした。普通より時間がかかりましたが、無事に

生まれてきてくれて本当によかった♪
   母 (竹合町 )

   子
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安
藤  

政
蔵 

さ
ん
（
塙
町
）

「
私
は
こ
こ
数
年
、
毎
日
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
を
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
や
り
方
は

競
技
を
突
き
詰
め
る
の
で
は
な
く
『
打
球
を
追
っ

て
歩
く
』
つ
ま
り
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
楽
し
み
を

プ
ラ
ス
し
た
も
の
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
日

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
の
常
連
た
ち
と
一

緒
に
ス
コ
ア
を
つ
け
ず
に
コ
ー
ス
を
回
り
、
そ
う

健
康
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

健
康
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

Health and
 Sports 

今
月
の
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
は

10
月
26
日
水
で
す

個
人
、
家
族
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
取
り
組
み
、
楽
し
ん
で
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！

普
段
か
ら
運
動
を
行
っ
て
い
る
人
は
少
し
多
め
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

（
例　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
30
分
↓
35
分
、
体
操
３
セ
ッ
ト
↓
4
セ
ッ
ト
）

運
動
す
る
時
間
が
取
れ
な
い
方
は
、
家
族
み
ん
な
で
30
分
早
起
き
し
て
朝
の
散
歩

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
山
吹
運
動
公
園

市
民
体
育
館
内
☎
73
‐
０
０
９
０
／

FAX 

73
‐
１
２
３
０ 

月
曜
・
祝
日
は
休
）

や
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
う
ち
に
、
知
ら
ず
知
ら
ず

に
５
千
歩
も
歩
い
て
い
ま
す
。
以
前
は
早
く
上
達

し
た
く
て
連
日
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
思
っ

た
よ
う
に
腕
が
あ
が
ら
ず
プ
レ
ー
を
あ
ま
り
楽
し

め
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
競
わ
ず
無
理
せ
ず
、
マ

イ
ペ
ー
ス
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
毎
日

楽
し
み
な
が
ら
継
続
で
き
、
私
の
生
気
の
原
動
力

に
も
な
っ
て
い
ま
す
」

競
技
や
技
術
に
固
執
せ
ず
マ
イ
ペ
ー
ス
に
自
分

流
で
楽
し
む
こ
と
が
「
毎
日
運
動
を
続
け
る
」
と

い
う
事
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

私
の
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
に
よ
る
健
康
法
紹
介

 

手
軽
に
気
軽
に
自
分
流
で
毎
日
の
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に

巡
回
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
を
開
催

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
各
地

で
「
巡
回
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
を
開

催
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な

ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指

導
や
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
９
月
25
日
に
賀
美
小

学
校
で
開
催
し
た
他
、
10
月
23
日

日
水
府
幼
稚
園
前(

旧
水
府
中
央

公
民
館
前)

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
11

月
６
日
日
に
は
大
里
ふ
れ
あ
い
広

場
野
球
場
で
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、「
市
民
歩
け
歩
け
大
会
」

は
、
各
地
を
ま
わ
り
地
元
の
自
然

や
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
歩
く
も
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
み
、
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
開
催
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、「
ひ
た
ち
お
お
た
お

知
ら
せ
版
」
に
掲
載
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
で
開
催
し
て
い

る
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
」

や
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
等
、
地
域
の

方
や
公
民
館
・
市
体
育
協
会
・
市

の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
各
種
事
業
に

も
協
力
や
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
行

い
た
い
方
や
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

相
談
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
山
吹
運
動
公
園

市
民
体
育
館
内
☎
73
‐
０
０
９
０
／

FAX 

73
‐
１
２
３
０ 

月
曜
・
祝
日
は
休
）
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第
４
回
市
議
会
定
例
会

【
報
告
】

▼ 

平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く
健

全
化
判
断
比
率
…
平
成
22
年
度

決
算
で
は
、
本
市
は
実
質
収
支

が
黒
字
で
あ
り
資
金
不
足
が
な

い
た
め
、
健
全
化
判
断
比
率
は

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て

お
り
、
健
全
な
財
政
と
し
て
報

告
▼ 

平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く
資

金
不
足
比
率
…
平
成
22
年
度
決

算
で
は
、
各
特
別
会
計
で
実
質

収
支
が
黒
字
で
あ
り
、
資
金
不

足
比
率
の
数
値
は
発
生
し
て
い

な
い
た
め
、
健
全
な
財
政
と
し

て
報
告

【
条
例
の
制
定
】

▼ 

市
山
田
川
出
水
災
害
危
険
区
域

に
関
す
る
条
例
…
災
害
危
険
区

域
の
指
定
お
よ
び
建
築
物
の
建

築
制
限
に
つ
い
て
定
め
る
た
め

制
定

【
条
例
の
一
部
改
正
】

▼ 

市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
…
ス
ポ
ー
ツ
基
本

法
の
施
行
に
伴
う
改
正

▼ 

市
税
条
例
等
…
地
方
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
改
正

▼ 

市
都
市
計
画
税
条
例
…
地
方
税

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
改
正

▼ 

市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
…
災
害
弔
慰
金
の
支

給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
う
改
正

▼ 

市
工
事
分
担
金
条
例
…
東
日
本

大
震
災
に
お
け
る
災
害
復
旧
に

対
応
す
る
た
め
改
正

【
契
約
】

▼ 

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
…
一

般
競
争
入
札
に
よ
り
１
台
購
入

▼ 

高
規
格
救
急
自
動
車
購
入
…
一

般
競
争
入
札
に
よ
り
１
台
購
入

▼ 

水
郡
線
常
陸
太
田
駅
改
良
工
事

平
成
23
年
度
委
託
契
約
の
変
更

…
施
工
方
法
の
変
更
等
に
よ
る

減
額

【
精
算
】

▼ 
水
郡
線
常
陸
太
田
駅
改
良
工
事

…
平
成
23
年
度
委
託
契
約
の
変

更
の
契
約
に
よ
る
減
額

【
訴
え
の
提
起
】

　

一
部
道
路
用
地
の
所
有
権
を
市

に
帰
属
さ
せ
る
た
め
の
提
訴

【
市
道
路
線
の
廃
止
】

▼ 

道
路
現
況
調
査
等
に
伴
う

１
７
１
９
路
線

【
市
道
路
線
の
変
更
】

▼ 

道
路
整
備
お
よ
び
道
路
現
況
調

査
等
に
伴
う
１
２
２
路
線

【
市
道
路
線
の
認
定
】

▼ 

道
路
整
備
お
よ
び
県
道
移
管
等

に
伴
う
８
路
線

【
平
成
22
年
度
決
算
認
定
】

▼ 

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
公
営

企
業
会
計
…
詳
細
は
次
号
に
掲

載
【
平
成
23
年
度
補
正
予
算
】

▼ 

一
般
会
計
（
第
４
号
）
…
東
日

本
大
震
災
被
害
対
策
費
、
東
日

本
大
震
災
農
業
生
産
対
策
事
業

費
な
ど
４
億
３
９
１
０
万
円
を

追
加

▼ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
（
第
１
号
）
…
歳
計
剰

余
金
法
定
積
立
金
な
ど

１
億
７
１
９
５
万
３
千
円
を
追

加
▼ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
１
号
）
…
４
６
万
４
千
円

を
減
額

▼ 

介
護
保
険
特
別
会
計（
第
１
号
）

…
２
７
９
０
万
３
千
円
を
追
加

▼ 

下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
３

号
）
…
災
害
復
旧
工
事
費
な
ど

５
６
１
８
万
９
千
円
を
追
加

▼ 

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
３
号
）
…
災
害
復
旧
工
事

費
な
ど
２
億
２
１
３
２
万
３
千

円
を
追
加

▼ 
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整

備
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
）

…
７
８
万
２
千
円
を
追
加

第
４
回
市
議
会
定
例
会
が
９
月
６
日
か
ら
21
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
22
年
度

一
般
会
計
決
算
ほ
か
９
特
別
会
計
、
２
公
営
企
業
会
計
決
算
の
認
定
、
平
成
23
年
度

補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▼ 

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第

２
号
）
…
１
８
０
万
９
千
円
を

追
加

▼ 

水
道
事
業
会
計
（
第
２
号
）
…

２
８
７
万
６
千
円
を
減
額

▼  

工
業
用
水
道
事
業
会
計
（
第
２

号
）
…
５
万
３
千
円
を
減
額

【
人
事
案
件
】

▼ 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
…
根
本
洋
治
氏（
西

河
内
下
町
）
の
選
任
に
同
意

【
議
員
提
案
】

▼ 

市
長
の
専
決
事
項
の
指
定
内
容

の
変
更
…
議
会
の
委
任
に
よ
り

市
長
が
専
決
処
分
で
き
る
事
項

の
指
定
内
容
を
次
の
と
お
り
変

更

  

○ 

市
が
当
事
者
で
あ
る
和
解

（
市
営
住
宅
管
理
上
の
も
の
を

除
く
）
で
、
そ
の
目
的
の
金

額
が
１
０
０
万
円
以
下
の
も

の
に
関
す
る
こ
と　

他
２
件

▼ 

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
…
教
育
の
機
会
均

等
と
水
準
の
維
持
向
上
お
よ
び

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
教
育

復
興
の
た
め
、
教
育
予
算
を
確

保
・
充
実
す
る
よ
う
政
府
に
要

望
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IInfornformmationation

温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
、

温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
、

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇ 

義
援
金
（
８
月
31
日
〜
９
月
26

日
受
入
分　

順
不
同
、
敬
称
略
）

が
ん
ば
っ
て
ま
す
常
陸
太
田

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

15
万
９
８
６
１

円
／
が
ん
ば
っ
て
ま
す
常
陸

太
田
夏
祭
り
実
行
委
員
会　

66
万
１
８
６
３
円
／
㈱
ア
メ
ニ

テ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ　

５
４
４
３
円
／
コ
コ
ス
ト
ア
里
美

折
橋
店　

１
万
５
４
５
４
円
／
全

日
食
金
砂
郷
店　

６
万
１
千
円
／

水
府
中
学
校
体
育
祭
実
行
委
員
会

３
万
２
４
９
円
／
北
越
フ
ォ
レ

ス
ト
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
会
有
志　

２
万
６
４
０
０
円
／
太
田
中
学

校
２
万
６
５
０
円
／
里
美
ふ
る

さ
と
振
興
公
社
ぬ
く
森
の
湯　

５
万
２
６
５
円
／
常
陸
太
田
さ
と

や
ま
耕
房　

30
万
円
／
㈳
茨
城
県

建
設
業
協
会 

太
田
支
部
グ
リ
ー
ン

東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
本
市
に
多
く
の
個
人
、
企
業
、
団
体
な
ど

か
ら
義
援
金
や
支
援
物
資
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
風
評
被
害
対

策
の
た
め
、
店
舗
の
電
光
掲
示
板
で
農
産
物
等
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会　

７
万
６
千
円
／
㈳
茨
城
県
建

設
業
協
会 

太
田
支
部　

12
万
４
千

円匿
名
の
方
２
件  

１
万
１
０
４
４
円

義
援
金
累
計　

　

３
千
６
７
４
万
３
３
４
９
円

【
相
談
事
例
】

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
た
上
着

を
取
り
に
い
く
と
、
色
落
ち
し
て

い
て
風
合
い
も
ま
っ
た
く
違
っ
て

し
ま
っ
た
。
責
任
を
と
っ
て
ほ
し

い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
前
に
衣

類
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
仕
上
が
っ
た
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
は
な
る
べ
く
早
く
引
き
取

り
に
行
き
、
そ
の
場
で
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

衣
類
は
、
着
用
や
時
間
経
過
、

そ
の
他
の
影
響
で
大
な
り
小
な
り

傷
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

影
響
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
が
発

生
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
衣
類
に
対
し

て
賠
償
が
支
払
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

店
の
説
明
に
不
審
な
点
が
あ
れ

ば
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
☎
70
‐
１
３
２
２
）

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

振
り
込
め
詐
欺
注
意

の
ぼ
り
旗
を
設
置

心配ごとを抱えている方、
お困りの方はお気軽にご相談ください

新たに民生委員児童委員が委嘱
されました
民生委員児童委員は、住民の福祉の増進を図るた
め、地域のみなさんと福祉事務所、あるいは関係行
政機関との連絡調整等を担いながら活動します。
次の方が、9月１日付で厚生労働大臣および知事

より民生委員児童委員に委嘱されました。
心配ごとを抱えている方・お困りの方は、民生委
員児童委員にお気軽にご相談ください。　　（敬称略）
氏名 住所 電話 担当地域

楊箸  充孝 小沢町 74-4550 小沢町

大金  隆子 大菅町 82-2753 里美中学校区（主任児童委員）

問福祉事務所社会福祉課社会福祉係（内線 141）

このマークの表示のある店舗は、ク
リーニング事故賠償基準を取り入れ
ているので、店舗を選ぶ際の参考に
しましょう。

太
田
地
区
防
犯
協
会
水
府
分
会

松
平
支
部
で
は
、
振
り
込
め
詐
欺

に
注
意
す
る
た
め
の
「
の
ぼ
り
旗
」

を
、
松
平
郵
便
局
と
Ｊ
Ａ
茨
城
み

ず
ほ
山
田
支
店
の
各
店
前
に
設
置

し
ま
し
た
。

◇ 

米
・
ぶ
ど
う
・
梨 

Ｐ
Ｒ
活

動
電
光
掲
示
板
協
力（

敬
称
略
）

大
谷
畳
店
／
㈲
ロ
イ
ヤ
ル
オ
ー
ト

／
く
る
ま
館
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
／
森
山
自

動
車
整
備
販
売
／
㈲
青
木
自
動
車

工
場
／
ラ
ー
メ
ン
武
蔵
／
ら
ぁ
麺

や
コ
ン
ト
／
温
泉
旅
館  

宝
来
館
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第
25
回

都
々
逸
全
国
大
会

常
陸
太
田
市
に
深
い
関
わ
り
を

持
つ
都ど

々ど

一い
つ

坊ぼ
う

扇せ
ん

歌か

に
よ
っ
て
確

立
さ
れ
た
都
々
逸
を
、
文
化
遺
産

と
し
て
保
存
・
普
及
す
る
た
め
、

都
々
逸
全
国
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
一
部　

課
題
曲
「
磯
部 

田
ん

ぼ
の 

ば
ら
ば
ら 

松
は 

風
も
吹
か

ぬ
に 

気
が
も
め
る
」
と
自
由
曲

■
二
部　

一
般
・
少
年
の
部
に
分

か
れ
、
課
題
の
折
込
句
「
ふ
・
つ
・

こ
・
う
（
復
興
）」
と
自
由
句

11
月
13
日
日 

午
前
９
時
〜

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル

問
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル

☎
73
‐
１
２
３
４

秋
の
ま
つ
り
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

竜
神
峡
紅
葉
ま
つ
り

里
美
か
か
し
祭

常
陸
太
田
秋
ま
つ
り

常
陸
秋
そ
ば
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
と　

き　

11
月

12
日
土
・

13
日
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

宮
の
郷
工
業
団
地

新
そ
ば
食
べ
歩
き
コ
ー

ナ
ー
／
特
産
物
直
売

コ
ー
ナ
ー
／
そ
ば
打
ち

体
験
教
室
（
参
加
料
１

卓
2
千
円
・
１
日
36
組

限
定
）
／
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト　

な
ど

問 

金
砂
郷
産
業
建
設
課

（
☎
76
‐
２
１
１
７
）

■
と　

き　

10
月

29
日
土
〜

11
月

26
日
土

■
と
こ
ろ　

里
美
ふ
れ
あ
い
館
イ
ベ
ン
ト
広
場

農
業
の
シ
ン
ボ
ル
・
田

の
守
り
神
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
た
「
か
か
し
」

の
コ
ン
テ
ス
ト
。
約
１

カ
月
間
展
示
さ
れ
、
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

問 

里
美
産
業
建
設
課

（
☎
82
‐
２
７
７
０
）

■
と　

き　

10
月

29
日
土
〜

11
月

27
日
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

竜
神
大
吊
橋常

陸
秋
そ
ば
の
新
そ
ば

フ
ェ
ア
／
秋
の
味
覚
物

産
市
／
そ
ば
打
ち
体
験

教
室
／
ス
テ
ー
ジ
in
竜

神
大
吊
橋
／
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
／
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー

問 

水
府
産
業
建
設
課

（
☎
85
‐
１
１
１
６
）

■
と　

き　

11
月

19
日
土
・

20
日
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

鯨
ヶ
丘
商
店
街
（
東
一
・
二
・
三
町
）

鯨
ヶ
丘
商
店
街
を
舞
台

に
常
陸
太
田
市
の
秋
を

楽
し
め
る
様
々
な
模
擬

店
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
開
催
し
ま

す
。

問 

商
工
観
光
課
（
☎
内

線
６
２
３
）

さ
と
み
秋
の
味
覚
祭

■
と　

き　

　

11
月
５
日
土
・
６
日
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

里
美
ふ
れ
あ
い
館
イ
ベ
ン
ト
広
場

特
産
物
即
売
会
／
千
人
鍋
コ
ー
ナ
ー
／
屋

外
ス
テ
ー
ジ
で
の
イ
ベ
ン
ト　

な
ど

問 

里
美
産
業
建
設
課
（
☎
82
‐
２
７
７
０
）

里
美
カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

里
美
新
そ
ば
祭

■
と　

き　

　

11
月

12
日
土
・

13
日
日

12
日
は
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

13
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

里
美
ふ
れ
あ
い
館
イ
ベ
ン
ト
広
場

県
内
外
の
バ
ン
ド
が
軽
快
で
陽
気
な
音
楽

を
演
奏
／
手
打
ち
そ
ば
の
実
演
・
販
売

問 

里
美
産
業
建
設
課
（
☎
82
‐
２
７
７
０
）

県
北
地
区
６
Ｊ
Ａ
農
産
物
直
売
所

即
売
会
in
か
か
し
祭

■
と
き　

11
月
19
日
土
・
20
日
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
里
美
ふ
れ
あ
い
館
イ
ベ
ン
ト
広
場

問 

Ｊ
Ａ
茨
城
み
ず
ほ
直
売
課
（
☎
76
‐
２
３
０
９
）

交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ

使
用
再
開
の
お
知
ら
せ

ぜ
ひ
、ご
家
族
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

東
日
本
大
震
災
の
た
め
休
館
し

て
い
ま
し
た
が
、
サ
ン
リ
バ
ー

ホ
ー
ル
を
除
き
、
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問 

交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
（
☎
76

‐
２
２
２
１
）
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今年から広報紙の編集担当になって、初めて

一眼レフカメラを使うようになった。カメラ

は小さくて操作が簡単なのが良いと思ってい

た私には未知の世界。「君みたいな素人に扱え

るの？」と、高性能なそのカメラに言われて

いるような気がした。（編集部員 K.A）

IInfornformmationation

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

【
高
萩
市
】

ま
ち
な
か
パ
ー
テ
ィ
ー
２
０
１
１

◇ 

と
き　

10
月
15
日
土　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
２
時

◇ 

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
高
萩
駅
前
（
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
跡
地
）

◇ 

内
容　

県
北
最
大
級
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
「
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

フ
ェ
ス
タ
」
／
ス
イ
ー
ツ
＆
フ
ー

ド
フ
ェ
ス
タ
／
青
空
市
高
萩
う
ま

る
し
ぇ
／
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の

ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
な
ど

問 

高
萩
市
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
（
☎

０
２
９
３

23

７
３
１
６
）

【
北
茨
城
市
】

第
23
回
雨
情
の
里
港
ま
つ
り

　

北
茨
城
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
今

年
は
震
災
の
影
響
に
よ
り
規
模
を
縮

小
し
て
開
催
。
地
元
の
海
産
物
・
農

産
物
の
即
売
や
バ
ザ
ー
の
テ
ン
ト
が

立
ち
並
び
新
鮮
な
山
の
幸
、
海
の
幸

が
味
わ
え
ま
す
。

　

ご
来
場
に
は
駐
車
場
が
少
な
い
た

め
、
Ｊ
Ｒ
等
や
Ｊ
Ｒ
磯
原
駅
・
大
津

港
駅
か
ら
の
無
料
ピ
ス
ト
ン
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
と
き　

11
月
６
日
日

◇
と
こ
ろ　

大
津
漁
港

問 

雨
情
の
里
港
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
北
茨
城
市
商
工
会
☎
０
２
９
３

42

２
５
１
１
）

【
東
海
村
】

第
17
回
東
海
Ｉ
〜
Ｍ
Ｏ
の
ま
つ
り

今
年
で
17
回
目
を
迎
え
た
、
東

海
村
の
特
産
品
で
あ
り
、
健
康
食
品

と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る｢

サ
ツ

マ
イ
モ｣

が
主
役
の
お
祭
り
で
す
。

◇ 

と
き　

11
月
23
日
水　

午
前
８
時

45
分
〜
午
後
３
時
30
分

◇ 

と
こ
ろ　

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
そ
の
周
辺

◇ 

内
容　

焼
い
も
コ
ー
ナ
ー
／
い
も

の
つ
か
み
取
り
／
い
も
掘
り
探
険

隊
／
い
も
積
み
競
争
／
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
、
吹
奏
楽
演
奏
、
太

鼓
演
奏
等

問 

東
海
Ｉ
〜
Ｍ
Ｏ
の
ま
つ
り
運
営
協

議
会
（
東
海
村
経
済
環
境
部
経

済
課
内　

☎
０
２
９

２
８
２

１
７
１
１　

内
線
１
４
３
８
）

ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

（
敬
称
略
・
丸
数
字
は
順
位
）

第
53
回
常
陸
太
田
市
青
少
年
防

犯
柔
剣
道
大
会
﹇
８
月
28
日
／

常
陸
太
田
市
水
府
海
洋
セ
ン

タ
ー
﹈

【
剣
道
団
体
】
▼
小
学
男
子
①

里
神
館
Ａ
②
小
里
ス
ポ
少
③
山

田
ス
ポ
少
・
河
内
少
年
剣
道
会

　

▼
小
学
女
子
①
里
神
館　

▼

中
学
男
子
①
青
藍
会
②
瑞
竜
中

③
太
田
中
Ｃ
・
太
田
中
Ｂ　

▼

中
学
女
子
①
青
藍
会
②
太
田
南

中【
剣
道
個
人
】
▼
小
学
男
子
①

柳
橋
昌
治
（
里
神
館
）
②
小
薗

大
樹（
郡
戸
公
民
館
剣
道
教
室
）

③
高
島
樹
（
里
神
館
）・
後
藤

大
士
（
河
内
少
年
剣
道
会
）　

▼
小
学
女
子
①
五
島
佑
佳
（
里

神
館
）
②
高
橋
琴
音
（
里
神
館
）

③
堀
口
茜
（
青
藍
会
）・
佐
川

瑞
紀
（
小
里
ス
ポ
少
）　

▼
中

学
男
子
①
荒
木
龍
太
朗
（
太
田

中
）
②
黒
羽
廉
（
太
田
中
）
③

舟
橋
拓
也
（
青
藍
会
）・
石
川

翔
太
郎
（
太
田
中
）　

▼
中
学

女
子
①
海
老
原
弥
南（
太
田
中
）

②
後
藤
優
衣
（
瑞
竜
中
）
③
小

川
詩
織
（
里
美
中
）・
石
川
菜
々

子
（
太
田
中
）　

▼
高
校
男
子

①
萩
庭
匠
（
太
田
一
高
）
②
森

山
蓮
（
青
藍
会
）
③
会
沢
稜
亮

（
太
田
一
高
）・
四
倉
拓
哉
（
太

田
一
高
）

【
柔
道
団
体
】
▼
小
学
男
子
①

常
陸
太
田
柔
道
部
②
金
砂
郷
柔

道
Ａ
③
水
府
柔
道
ス
ポ
少
Ａ　

▼
中
学
男
子
①
里
美
柔
道
部

【
柔
道
個
人
】
▼
小
学
男
子
低

学
年
①
古
川
翼
（
水
府
柔
道
ス

ポ
少
）
▼
小
学
女
子
低
学
年
①

吉
井
静
香
（
金
砂
郷
柔
道
）　

▼
小
学
男
子
中
学
年
①
増
子
陸

斗
（
水
府
柔
道
ス
ポ
少
）　

▼

小
学
女
子
中
・
高
学
年
①
荒
井

友
紀
（
常
陸
太
田
柔
道
部
）
②

木
村
綾
乃
（
水
府
柔
道
ス
ポ
少
）

③
小
森
里
恵
（
水
府
柔
道
ス
ポ

少
）　

▼
小
学
男
子
高
学
年
①

荒
井
佑
太
（
常
陸
太
田
柔
道
部
）

②
矢
吹
俊
輔
（
常
陸
太
田
柔
道

部
）
③
宮
久
保
勝
平
（
常
陸
太

田
柔
道
部
）・
田
村
凛
太
郎
（
金

砂
郷
柔
道
）　

▼
中
学
男
子
①

増
子
正
人
（
里
美
柔
道
部
）
②

吉
成
滉
太
（
水
府
柔
道
ス
ポ
少
）

③
坂
場
丈
一
（
金
砂
郷
柔
道
）・

木
村
栄
一
（
常
陸
太
田
柔
道
部
）

　

▼
中
学
女
子
①
吉
井
智
美

（
金
砂
郷
柔
道
）

地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
〜
備
品
貸
出
事
業
〜

調
理
用
備
品
を
貸
出
中
！

公
用
車
を
貸
出
中
！

町
会
や
地
域
の
団
体
が
市
内
で
イ
ベ
ン
ト
等

を
行
う
際
、
調
理
用
備
品
の
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。
地
元
の
お
祭
り
や
学
校
行
事
、
秋

ま
つ
り
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
市
内
で
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
う
際

に
は
、
市
の
備
品
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇ 

主
な
貸
出
備
品　

簡
易
テ
ン
ト
、
ガ
ス
式

大
型
鍋
、
保
温
鍋
、
流
し
台
、
ざ
る
、
ボ
ー

ル
な
ど

＊ 

常
陸
太
田
市
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
（http://w

w
w

.city.
hitachiota.ibaraki.jp/index.php?code=810

）
で

貸
出
備
品
の
一
覧
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

町
会
や
地
域
の
団
体
が
市
内
の
清
掃
活
動

や
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
備
品
運
搬
な
ど
の
際
、
軽

ト
ラ
ッ
ク
の
無
償
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
会
や
子
ど
も
会
の
廃
品
回
収
な
ど
で
活
躍
中

で
す
。

ま
た
、
９
月
よ
り
交
通
指
導
車
も
貸
し
出
し

を
始
め
ま
し
た
。
町
会
や
自
警
団
等
の
団
体
が

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
や
交
通
安
全
活
動
等
を

行
う
際
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇ 

貸
出
日
時　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
（
交
通
指
導
車
は
平
日

も
貸
し
出
し
可
）

＊ 

災
害
な
ど
の
緊
急
時
や
公
務
等
で
市
が
使
用
す
る
場

合
は
、
使
用
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊ 

交
通
指
導
車
を
利
用
す
る
際
、
青
色
回
転
灯
を
使
用

し
て
活
動
す
る
場
合
に
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
者
証

の
写
し
が
必
要
で
す
。

申    

問    

市
民
協
働
推
進
課
（
☎
内
線

２
１
７
・
２
１
８
）
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9月 9日、世矢幼稚園の親子 26人は、世矢地区の
梨園で梨狩りを行いました。

歩きながら地域の環境と季節の旬を園児たちに知っ

てもらうために、同幼稚園が 虎 庄司観光梨園の協力を

得て開催したもの。園児たちはお母さんに抱っこされ

ながら、幸水とい

う品種の梨を楽し

そうに採っていき、

１つは親子で旬の

梨を味わい、2つ
はお土産に持ち帰

りました。

まちの話題 my town news 

Ｂ＆Ｇ財団主催のＢ＆Ｇ体験クルーズが 8月 17日
～ 22日に小笠原海域と父島で行われ、本市からは小
学生 2人、中学生１人が参加しました。
参加した子どもたちは、クルーズに使われた船「ふ

じ丸」の普段は見られない操舵室の見学や、鳥島近辺

でカツオドリの観察を行い、父島では現地の児童とと

もに透き通るような海の中でのシュノーケリングやカ

ヌー、ウミガメの放流や魚観察などを行いました。子

どもたちからは「海や

自然を大事にしていこ

うと思った」、「初めて

会った人とも友達にな

れて楽しかった」など

の感想が聞かれました。

8月 22日、機初市民ふれあいセンターで「昆
む し

虫の好

きな子集まれ！」と題した講演会が行われました。

講師の茨城県環境アドバイザーの廣瀬誠さんから自

然観察の方法や、宮城・福島県では東日本大震災の津

波により、ヒヌマイトトンボの生息地が大きな被害を

受けたことなどが丁寧に説明され、参加した親子 38
人は興味深げに

聞き入っていま

した。

9月 11日、東日本大震災による福島第 1原発事故に
より、本市で避難生活を送っている被災家族に安らぎ

の時間を過ごしてもらおうと、市とＪＡ茨城みずほ常

陸太田ぶどう部会（本多技研部会長）がぶどう狩りに

招待しました。

現在、市内では福島県出身の被災者 26世帯 57人が
避難生活をしていますが、そのうち 6世帯 17人が参加。
根本果樹園の根本不二男さん

は「秋の味覚を味わって、少

しでも癒されてほしい」とあ

いさつ。参加者は巨峰を試食

した後、ぶどう狩りを楽しみ

ました。また、地元産のコシ

ヒカリや野菜を使ったいなり

ずしと豚汁を味わいました。

9月１日、国道 349号の三才町交差点で事故なし（梨）
街頭キャンペーンが行われました。

キャンペーンには、市・交通安全協会・太田一高生

徒会や女子バレー部などから約 70人が参加し、JA茨
城みずほ常陸太田

梨部会から提供さ

れた市の特産品の

梨「幸水」を配布

して交通安全を呼

びかけました。

9月 27日、いばらき大使のタレント・磯山さやかさ
んが、テレビ企画の撮影のため、そば工房で「常陸秋

そば」のそば打ち体験と試食をしました。

この様子は、テレビ朝日の毎週金曜日に放送されて

いる「ちい散歩」内の、「磯山さやかの旬刊！いばらき」

で放送されますので、ぜひご覧ください。

＜放送予定日＞

１１月４日金
午前 10時 50分頃～
（テレビ朝日・毎週金曜
日放送「ちい散歩」内）
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まちの話題をお寄せください。

情報政策課（内線 303・304） まちの話題 my town news 

8月 5日～７日の 3日間、総合福祉会館で応急手当
普及員養成講習会が実施されました。

一般の方をはじめ、医療、介護関係の方など 59人
が身近に起こる「万が一」に備え、心肺蘇生法や自動

体外式除細動器（AED）の実技講習、三角巾等を使用
した固定・搬送訓練、感染防止・止血法などを習得し

ました。

本講習会を修了された方々は、これから各事業所に

おいて、応急手当の指導に当たっていただき、より一

層の普及啓発活動ができるように期待されます。

マウンテンバイク（ＭＴＢ）で自然の中を走るうっかり八兵

衛カップが、9月 11日に増井町ふるさとの森で開催され、全
国からＭＴＢの愛好家が集まりました。

レースは梨とぶどうの早食いを取り入れた親子レース「お父

さん、はやくむいてよ！！」と 4時間耐久のチームエンデュー
ロの二つが行われ、いつもは静かな森の中に声援がこだましま

した。ＭＴＢ用に整備されたコースはかなり難易度が高く、転

倒するライダーも出るほどでしたが、集まった選手は、日頃の

練習の成果を発揮し、ふるさとの森を走りぬけました。

8月 11日、消防本部で市少年消防クラブ員防災リー
ダー研修が開催されました。

研修は、幼少年婦人防火委員会に加入する幸久・郡

戸・山田・賀美小の少年消防クラブ員の子どもたちに、

防災についての知識や技術を学んでもらうために行わ

れたもの。クラブ員 40人が参加して、消火器の使い
方やロープの結び方、心肺蘇生法などの講習、地震体

験などを行いました。

また、学校対抗でロープ結びとポンプ操法を競いあ

い、知識と技術を楽しみながら習得しました。

9月 17日、下宮河内町の市健康センター屋外広場
で常陸秋そばお花畑の夕べが開催されました。これ

は 11月 12・13日に行われる「常陸秋そばフェスティ
バル」のプレイベントとして、市観光物産協会金砂

郷支部が主催したもの。満開のそばの花に囲まれた

会場では、そば・ピザ・シュークリームなどの模擬

店が出店、またステージでは太鼓や久自楽舞の演技

が行われました。訪

れた大勢の見物人は、

竹キャンドルの幻想

的な灯りの中で、夕

暮れのひと時を楽し

んでいました。

9月 25日、市商工会青年部主催の LOVEおおたフェ
スタ 2011が山吹運動公園で開催されました。
今年は「がんばろう！常陸太田  復興に向けて」を
スローガンに、チャリティーイベントとして実施。大

勢の家族連れが訪れ「おもしろ理科先生による実験

ショー」や「お笑いマジッ

クショー」、フリーマーケッ

トなどを楽しみました。






